
「逃げない住民」

近年各地で頻発している地震や水

害。発生が確実視されている大規模

地震。その他にも津波や土砂災害。

災害への対策がハード・ソフトの両

面から進められている一方で、災害の

情報が与えられても逃げない住民が

毎回のように報じられます。また、災

害情報は確実な情報ではなく、世間で

は空振りを繰り返すオオカミ少年のよ

うにも思われており、一度でも外れる

と、次から『逃げる』という行動をとる

人が少なくなっていくのが実態です。

明らかなリスクに対し、正常化の偏

見などから『逃げない住民』をどう逃

がすか－災害の危険地域でその問題

に取り組んでいる技術者の一人が、

今回紹介する群馬大学大学院の片田

敏孝氏です。

1 枚の紙切れで

片田氏はもともと、産業連関分析な

どを専門とする土木計画の技術者で

した。片田氏が防災の分野に足を踏

み入れるきっかけとなったのは約 10

年前。洪水ハザードマップの導入に向

け検討が始まったころでした。

「地図 1 枚で災害の被害が軽減で

きるならその費用対効果は大きいに違

いない」と感じた片田氏は、その効果

を把握するため、配布前後の意識の

変化を計量しようと福島県郡山市に

おいて事前調査を行いました。

そしてハザードマップが配布され、

事後調査に取りかかろうとした 1998

（平成 10）年 8月、郡山市を大きな水

害が襲いました。実際に災害が起こ

ってしまい、比較のための事後調査が

できなくなった片田氏は、当初の予定

を変え、実際にハザードマップがどの

ように使われたのかという調査に取り

組むことにし、まずアンケートの調査票

作成のための事前調査として被災直

後の現地に入りました。

そこで片田氏が目にしたものは、泥

によって一面単色となったまちの姿、

被災の悲しみにふける間もなく原状

の復旧に取

り組んでい

る被災者の

姿でした。

それが防災

の道に深く

入り込んで

いくきっかけとなりました。

「災害過保護」

片田氏は郡山水害の後、災害の被

害を低減するため、防災情報に関す

る研究に取り組んでいきました。日々

の研究の積み重ねによる改良でハザ

ードマップの提供できる情報の精度は

高まってきましたが、それに反するよ

うに、伝えるべきリスクが正しく住民に

伝わらず、ハザードマップがセーフテ

ィマップと受け取られたり、避難情報

が提供されても災害が起きるたびに

『逃げない住民』が存在します。

行政や防災施設に過度に依存心を

もち、自らの安全も判断も他者に委ね

てしまっている「災害過保護」とも言え

る状況で、どうやって自ら行動を起こ

してもらうのか。片田氏はこの問題に

取り組むようになっていきました。

逃げない人の心に寄り添う

片田氏は、水害・津波・土砂災害と

いったさまざまな災害の被災地や災害

常襲地域の「現場」に身を置き、そこ

で、多くの住民と膝をつき合わせなが

ら活動しています。

『逃げない住民』は、専門家の評価

尺度では「防災意識の低い住民」とな

りますが、よくよく話を聞いてみると、

その中にも彼らなりの合理的な判断
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図-1 片田氏の行動の展開

写真-1 住民と語り合う片田氏



が働いていることがあります。

避難勧告が出ても逃げないお婆さ

んがいました。行動だけを見れば、お

婆さんは『逃げない住民』であり、専

門家の尺度では良くない行動をして

いたことになります。しかし、お婆さん

は「苦労して爺さんと建てた家だけが

流されて自分は助かっても、その後の

人生を考えたらとてもつらい。だから

家が流されるなら自分も一緒に流され

る」と、自分の尺度ではベストな選択

をしていたのです。

そうした評価尺度のギャップを埋

め、どうやって『逃げる』という行為を

導き出すのか。

「専門家の尺度で住民を評価する

のではなく、彼らに寄り添い、それを

理解したうえで、彼らの尺度から再び

『逃げる』という選択を導き出す。そ

のためには相手の心の内面に寄り添

わなければならない」と片田氏は語

ります。

気づきのきっかけを

また、災害危険地域に住んでいる

人たちは「災害に備えなくてはならな

い」、「海辺では地震が起きたらすぐ

逃げる」といったとは知っています

が、実際には行動していないことが

多々あります。知っている、

わかっているけど行動して

いない、という態度をどう

変えていくのか。

片田氏は「それには『脅

しの防災教育』ではなく

『理解の防災教育』が必要

だ」と語ります。

直接的に「災害時は危険

だからこのようにしなけれ

ばならない」とは言わずに、他の地域

での事例を引き合いに出して『逃げな

かった住民』は、避難するという意思

決定をしたわけでもなく、避難しない

という決定をしたわけでもなく、決定

をしないまま時を過ごしてしまっただ

けではないかというようなことを、さま

ざまな分析や事例、例示を含めて説

明していくと、聞いている人たちはだ

んだんと、それは自分たちも同じこと

だと気づき始めます。

そのときに、改めて問いかけます。

「一番危ないのは災害じゃない。施

設が欲しい、情報が欲しいと、委ねて

しまう姿勢が一番危ないんだ」と。

社会の一員としての姿勢を

こうした取組みを片田氏は、「住民

の心をとらえながら『逃げる』という行

動を導くためのコミュニケーションプ

ロセスの研究であり、社会技術の開発

だ」と言います。

『逃げろ』という情報に対し、「逃げ

なくてもよかった」、「今度も逃げなく

てよかった」…この繰り返しでは最後

の 1回が「逃げておけばよかった」と

なります。この最後の 1回をどう回避

するか。逃げるか、逃げないかは、人

が自らリスクにどう向かい合うのかと

いう心の問題で、これを解決しなけれ

ば、ハードで守りきれない部分の被害

を回避することはできません。

マイケル・ギボンズの提唱する『モ

ード論』。専門家による学問領域の発

展に価値を求める『モード 1』。それ

に対し『モード 2』とは、社会に存在

する問題に対し、さまざまな領域の知

識を集め、さまざまな人の参画で解

決します。

「いま社会から求められているの

は、災害の被害という具体の問題に、

さまざまな分野のさまざまな知恵を集

約し、どうやって具体的に解決するの

かということで、それが実学領域にあ

る土木への社会の期待であり、また土

木の役割だと思います」。こう語る片

田氏の行動は、まさに『モード 2』の取

組みと言えるのではないでしょうか。

行 動 す る 技 術 者 た ち
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〉〉あなたのまわりに行動する技
術者はいませんか？

新しい発想で、国土・地域づくりや地域に貢
献する活動に取り組んでいる技術者をご紹
介ください。自薦・他薦は問いません。
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写真-2 津波被災地の現場で住民と語り合う


